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あらまし
共通の ID集合に属する ID列を主キーとするデータ
ベースを持つ２つのパーティが、その ID列を用いてそ
れらのデータベースの等結合を行い、なんらかの合意さ
れた集計結果を計算するという秘密計算は様々な場面で
需要があると考えられる。本稿では、IDに付随するデー
タが整数値であり、データベースの等結合後に片方の整
数を重みとして、もう片方の数値列に対する加重合計を
計算する効率的なプロトコルを提案する。すなわち、等
結合後にそれぞれの整数値列をベクトルとみて内積を計
算するということである。そのような計算ができると、
二者間が持つデータベースを等結合して得られるデータ
ベース上でクロス集計表を計算することが可能である。
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